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　昨年度は投稿件数が少なく単年度での編集見送りも考えたが，本号は投稿件数が 8 件となり例
年並みにやや持ち返したといったところであろうか。締め切り間際ではあったが，国際自動車工
学科を総括する原稿が吉田学科長から投稿された。ここでの記述は，次年度50周年を迎える本学
の節目を前に，区切りを記す意味でぜひ留めておくべき内容であったと思う。また，以前から投
稿実績の多かった先生方が，数年前から退職によって本学を去られつつある現状ではあるが，そ
の一方で若手教員の間では積極的に研究に取りかかろうとする動きも感じられ，特に次年度は外
部団体からの要請によるプロジェクトが計画されているので，そういった成果を期待したいと思
うところである。
　また，昨年度は研究業績調査を行なっていなかったので，昨年度と本年度の届出のあった研究
成果は前頁に記すが，この他に地域連携事業等での成果等も次年度以降に期待したい。

編　集　後　記


